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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ソーバジン／副腎皮質刺激ホルモン放出因子／ウロテンシンIファミリーのメンバーをコードしています。コードされているプレプロタンパク質はタンパク質分解によって成熟ペプチドを生成します。このペプチドは、副腎皮質刺激ホルモン放出因子受容体1と副腎皮質刺激ホルモン放出因子受容体2の両方に対する内因性リガンドです。脳内では、このペプチドがストレスによる食欲への影響に関与している可能性があります。また、このペプチドは気分障害、神経変性、骨格系疾患にも関与している可能性があります。遺伝子ファミリー名は類似していますが、この遺伝子産物はウロテンシン2と配列相同性がありません。[RefSeq提供、2016年2月]、機能：in vitroで副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）の分泌を刺激します。 CRF受容体1型、2-α型、2-β型に高い親和性で結合します。,類似性:サウバジン/副腎皮質刺激ホルモン放出因子/ウロテンシンIファミリーに属します。,
	研究分野
	心臓血管、血液、神経科学、内分泌系、視床下部・下垂体・副腎系、動脈硬化、虚血・再灌流
	画像データ
	

	ウロコルチン抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

